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ニホンアカガエル Rana japonica

生息分布

環境省レッドリストの記載：—

人との関わり

 かつては串焼きなどにして食べられていて、「牛
肉に匹敵する美味しさ」という記載もあります。

 アカガエルなどを原料とした「赤蛙丸（あかひき
がん）」は、小児の疳の虫の妙薬として知られて
いました。

特徴

 体長*は3～7cm。オレンジ～茶色で、背中に2本
の平行な筋があります。
*カエルでは、吻（口先）～総排出口（尻）までの長さ。

 普段は里山の林や草地で生活しています。

 1月～4月に、水田などでゼリー状の卵塊を産みま
す。1つの卵塊には、500～3,000の卵が入って
います。

 幼生（オタマジャクシ）の背中には、２つの黒い
点があります。

日本赤蛙

生態系における位置づけ

 幼生も変態以降のカエルも、大型の捕食者（サギ
類やヘビ類、イタチなど）の重要な餌です。

 主に水田で産卵し、変態すると、林などに移動す
るため、水域と陸域の片方の環境が悪化しても、
生息できません。

保全に向けて

 コンクリート水路は、落ちたカ
エルが脱出できません。対策と
して、カエルが落ちないように
水路に蓋をかけるなどの取り組
みが行なわれています。

 乾田化した水田でも産卵できる
よう、冬期湛水などの取り組み
が行なわれています。

コンクリートの壁を登ろう
とするニホンアカガエル→

近縁種

 ヤマアカガエルは、背中の筋が鼓膜の後ろあたり
でいったん切れるか、V字型に折れ曲がります。ま
た、卵塊はニホンアカガエルよりも固まり方が緩
い（トロッとしている）ので区別できます。

 エゾアカガエル、リュウキュウアカガエルなど、
国内外に、さまざまな「アカガエル」がいます。

生息が確認されて
いる都道府県

レッドデータブッ
クなどに記載があ
る都道府県

(資源循環工学研究領域生態工学担当 渡部恵司)

農村の生き物たち

啓蟄(けいちつ 2015年は3月6日)というと、土の中で冬眠していた虫やカエルが、そろそろ春を感じて
動き始める頃とされます。アカガエルの仲間は、この頃には、すでに産卵のために活動しています。

ニホンアカガエルは、早春に、水田の「わだち」にできた水たまりなどで産卵します。産卵した後の親ガエ
ルや、その年生まれの子ガエルは、水田を離れ、里山の林などで生活します。このため、水田と林の両者の環
境が好ましいこと、さらに両者の間を移動できることが、このカエルの生息には重要です。コンクリート水路
は、落ちたカエルが脱出できず、移動を妨げてしまいます。これを防ぐため、カエルが落ちないように水路に
蓋をかけるなどの対策が行なわれています。


